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 For a comparatively short period, the relationship between the U.  S. and Japan has gone 

through a drastic change. To the Americans, Japan was once a war-torn and occupied 

country, and she has now established herself as the winner of the trade war with the U. S . 
as well as their essential partner economically and militarily. 

 How  have  'American mass media grasped this historical upheaval ? Through the "key 

words" which have appeared in the papers and the magazines, I am going to examine their 

love and hatred, misunderstanding, overestimation, and efforts trying to come up to the 

truth, of Japan.

は じめ に

日米経済摩擦は もう日常茶飯事化 した感が

ある。少 くとも予見 し得 る将来,こ れが完全

に沈静するとい う見通 しはまった くない。思

えば日本 にとって米国はある時期 「全て」で

あり,現 在 も将来 もその重要性を減じること

は少なかろう。

逆に米国にとっての日本はどうか。被占領

国か ら有力な同盟国へ,そ して今は不可欠の

パー トナーであ り,貿 易戦争の勝者でもある。

一方で軍事面では
,米 国の全面的な庇護下に

あるという側面 も持つ。

短時 日の間に根底か ら大きく変化 し,さ ら

に激動の可能性を秘める対 日関係を,米 国の

マスメディアはこれまで どうとらえてきたか。

日本に対する彼 らの愛憎 ・誤解 ・過大評価,

そして真実の姿に迫ろうとする努力を,折 り

折 りのkeywordsを 通 して考察 してみたい。

KeyWordsと は

文字通 り「鍵 となる語」であり,「決定的な

言葉」である。ジャーナ リズムは本来,端 的

な表現 を好み,複 雑な状況 をズバ リと解 く言

葉,す なわちkeywordsを,ジ ャーナ リス ト

は常に本能的に模索する。

特に日米関係についていえば,誇 張 ・固定

観念 といった陥穽はいっそう大 きいが,し ょ
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せんジャーナ リズムが世論の投影である以上,

keywordsが その時期の世論のか な りの部

分 を直接 ・間接 に代弁 していると断 じてもよ

かろう。

研究背景

私の所属する日本時事英語学会は,3ヵ 年 の

長期研究計画 として 「massmediaに 現れた

日米貿易摩擦」を,文 化,・軍事,国 際政治,

コミュニケーションなどの総合的観点から分

折 ・調査 を続けている。 この研究の一環 とし

て私はkeywordsを 通 してみた 日米貿易摩

擦の調査に着手 したが,こ の小論では,広 く

日米関係全般を対象 とし,そ の時期 も,米 国

のマスメディアにようや く日本が登場 しは じ

めた1960年 代にまでさかのぼってみた。

すなわち語学的アプローチに,日 米関係論,

比較文化論的要素を加味する一方,日 米関係

の軸である経済問題に,長 期的視座 を与える

べ く試みたのである。

調査対象および方法

事例収録 の対 象 を週刊誌 ではTime,New-

sweek,US.News&WorldReport,Busi-

nessWeek,NewYorkTimesMagazineを

選 び,月 刊 誌で はFortuneを 採 った。 また 日

刊紙 で はNewYorkTimes,Washington

Postを 主 とし,貿 易摩擦 が緊迫 の度 を加 えた

一 両 年 の 場 合 は折 りに ふ れ ,LosAngels

Timesな どの地方紙やWallStreetJournal

やJournalofCommerceな どの経 済専 門紙

も含 めた。

1960年 代 ・70年 代 の事 例収集で は雑 誌 を主

としたが,ま ずReader'sguidetoPeriodical

Literatureの 索 引 で 日本 関係 の 項 目 を ピ ッ

クア ップ したあ と,実 物 にあた った。 しか し

日米 間に特定 の問題が起 きた時期 には,最 初

か ら複 数 の雑 誌,新 聞 を集 中的 に調 べ,key

wordsの 選 出にバ ランスを とった。

主 として利用 した施 設 は次 の通 り。

☆アメリカンセンター(東 京)

☆東京大学教養部アメリカ研究資料センタ

☆国会図書館

☆経済広報センター

なお,各keywordsが 生まれた日米関係の

時代背景 を探 る参考資料は末尾に一括して記

したが,各 文例そのものの出所は読者の便宜

を考え,文 例毎に明記 した。

(lowwages)

1960年 の米 国の対外 貿易 出超額 は48憶 ドル

を記録 してい る(注10)た だ1950年 代 後半 か ら

輸出競争 力 をつ けて きた西欧や 日本 に対 して,

す で にshipAmerican,buyAmericanの 政

策 を実施 してお り,綿 製 品 ・毛 織物 ・合板 ・

金属洋 食器 な ど雑 貨類 は,日 本側が輸 出の 自

主規制 をし,オ モチ ャ,ト ランジス タラジオ

な ど種 々の 日本製 品に対 し輸 入制 限の動 きが

米側 にた えず 出てい た。

こ うした米側 の対 日保護 主義の正 当化 に,

い つ も使 われ て きた 口実 がlowwagesで あ

った。あ るいは戦 前か ら続 いたcopycatと い

う日本の代名詞 が60年 代 初 頭 には米マ ス コ ミ

上 で まだ執拗 に使 われてい る。

文 例(1)は 当 時の小坂善 太郎外相が米側 との

交渉 で2億 ドルの対米赤 字 をかか え る日本の
b立場 を必 死に訴 えた情況 を伝 えた米側報 道の

一部 であ る。

(1)U.S.-Japanesetradeproblemswere

franklydiscussed."Among.Americanpeo-

ple,"saidForeign-MinisterZentaroKosa-

ka,"wenoteatendencytostressnegative

aspectsinoureconomicrelations,.suchas

allegedlowwagesinJapananddisruption

of .American.domesticmarketsby

Japanese.goods."Japanhadahazardous

imbalanceoftradewiththeU.S.,lastyear

bought$200million.moreingoodsthanit

exportedtothiscountry.
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(Time:Nov.14,196"0)

(boom,imitated)

それでも1960年 代前半には 日本経済の力自

体 を見直おそうとい う動 きが,米 ジャーナ リ

ズムの上で も散見 されるようになった。池田

内閣がかかげた所得倍増計画は,日 本経済に

ブームを呼んだが,文 例(2)はこれを早速伝 え

ている。(3)(4)はソニーに代表 される日本製品

の品質面での大 きな進歩を報 じたものだ。

かつてのcopycatを 脱 した日本が,今 や近

隣諸国ばか りか,西 欧にまで真似 られるよう

になったと,多 少皮肉っぼ く伝えているのだ

が 「他国の発明 したものに手を加えて,よ り

良 くす る能 力」 というとらえ方は,現 在にま

で続いてい る対 日イメー ジの代表的なもので

あろう。

Timeが 日本人経済人 としては じめて,松

下幸之助氏 を表紙に使い,松 下電器産業か ら

見た日本経 済分析 を特集 したのは1962年2月

22日号である。

この時期 の日本関連記事 を渉猟すると,無

知 な大衆紙誌の古い固定観念は除 き,日 本経

済の実績に対する素朴な賞讃が目につ く。前

記Timeの 松下特 集 に対 して も 「dynamic

JapanをMR.Nehruに 学ばせ て,イ ン ドの

範 とせ よ」「早 く引退 しす ぎる米国の経学者

は,日 本の老人の活躍に学べ」「日本が実現 し

つつある大衆経済民主主義こそ,共 産主義が

かなえられ なかった夢だ」 といった 日本讃歌

が後 日の投書欄 をに ぎわせている。(Time:

Mar.9,1962)

池田 ・ケネディ会談(1961年6月22日)で

は じめてequalpartnersと い う言葉 が米側

か ら発せ られた!拝2)経 済面でもまだ実態は

equalに ほ ど遠かったが,米 側は 日本の実力

をそれな りに評価する一方で,そ れを適当に

持ちあげる余猶があった。

ドル防衛措置はあい変 らず きびしく,国 際

綿製品の長期取 り決めの 「市場か く乱条項」

を 適 用 し て,1962年 末 に は 日 本 の 輸 出 制 限 を

求 め る,な ど と い う た 保 護 主 義 の 動 ぎ は 一 部 で

は や は り強 か っ た が,対 日 貿 易 全 体 で は1961

年8億5,000万 ドル,62年1億3,000万 ドル,

63年4億 ドル と そ れ ぞ れ 黒 字 を 計 上 し,米 側

の 対 日態 度 に も 大 ら か さ が あ っ た と い え よ う 。

(2)OfthehundredsofwordstheJapanese

languagehasborrowedfrom .English,the

mostoverworkedtodayis"boom"(pro-

nouncedboomu).Japan'sboomhasedged

offsomeinrecentmonths,buttheresults

continuetobespectacular..Thereisthe

golfingboom,asnewcourses,openingat

therateof60ayear,arejammedwith

enthusiasts.Thereisthebedboom,as

peopleleavetheirstrawmatsforWestern-

stylemattresses.Thereareskiingbooms,

boatingbooms,bowlingbooms,appliance

booms.(Time:Feb.22,1962)

(3)Addictedtoquality,Sonyhasdoneas

muchasanycompanytodemolishthe

cheapandimitativeimageofJapanese

goods,andisbeingwidelyimitateditself.

Sonyisquicktoadditsowntwisttowhat

othersinvent.Sonysucceededbyblending

Easternindustriousness .withmoderntech-

nique.(Time:July12,1963)

(4)Theonceassiduouslyimitative

Japanesearenowfindingthemselvessuc-

cessfully皿dercutby・ ・py・at・inH・hg

Kong,TaiwanandEurope.SonyCorp,

Japan'smostinventive.producerofradio

andtelevisionsets,bitterlychargesthat

threeofitstransistormodelshavebeen

piratedbyfirmsinItaly,Spain,andEng-

land.(Newsweek:May18,1964)

(themiracleofJapan)

1960年 代 後半 にな る と,日 本経済 に対 す る

米マ ス コ ミの注 目度 は ぐん と高 まる。 きわめ
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つ けのkeyWordsはthemiracleofJapan

で あ る。以後 この言葉 は西 ドイツに次 いで 驚

異 の復興 を遂 げた 日本 を象徴 す る言葉 として

定着す る。例文(5)は,当 時 の駐 日大使Edwin

Reischauer氏 の 口 を借 りた 厂日本 の奇 跡論 」

の一部 で ある。

同大使 はMikeMansfield現 大 使 と並ん で,

米 国の対 日理解 を増進 させ る尖兵 となったが,

そ のReischauer大 使 に して も,こ の 時点 で

は 「日本 が米国 に完全 に追 いつ くこ とは難 し

い」 とみ てい たこ とは一応注 目してい いだ ろ

う。

(5)Themiracleof/4彡)anwhereisithead.

ednow?

AmbassadorReischauer:Withthemuch

poorernaturalbasehereandthemuch

greatercrowdingonasmallpieceofland,

it'shardtosee.theJapanesecatchingup

withuscompletely,buttheyarecertainly

gettingcloserallthetime.

(U.S.News&WorldReport,Aug.8;1966)

(moreresponsibility)
乳

日本が経 済強国 の道 を歩み は じめ るにつ れ,

「実力 にふ さわ しい責任 を」とい う主 張がマ ス

メデ ィア に もだん だん出は じめ る。 軍事 面 の

負担 増,途 上 国援助 の積極 化 な どの要 請で,

現 在 の貿易摩擦 にまで続 いて いる根本 的な対

日要求 の一つ で ある。

一方 で例文(7)や(8)の よ うに 「新大東亜共 栄

圏 の盟 主 日本 」の再 生 を危ぶむ論調や,金 融

市場 の開放 を迫 る記事 も散 見 され るよ うに な

った。 しか しthemiracleofJapanに 対 置 さ

れ るこの時期 の米 ジャーナ リズムの対 日key

wordsは や は りmoreresponsibilityに 集 約

され るであ ろ う。

(6)Abigquestion.:WhenwillJapan,once

againagreatpowerintheworld,takeon

moreresponsibility.forkeepingpeacein

Asia?Thisnation,itspeoplehighlyintelli一

gentandhardworking,itsindustryas

modernasany,issittingonthesidelinesof

Asia'stroublesunwillingtoassumea

roleofleadershipinthispartoftheworld .
Instead,theU.S.,thousandsofmilesfrom

Asia,withresponsibilitiesandburdensin

Europe,inLatinAmerica,inMiddleEast ,
isbeingforcedtobearaloadinAsiathat

Japancouldshare.AmericanIofficials

guardedlyarebeginningtoexpressthe

hopethatthissituationisabouttoundergo

achange.

(U.S.News&WorldReport:Mar.28,

1966)

(7)NowthatJapan,.with .U.S.help,has

becomeeconomicallypowerful,itisbegin-

ningtouseitspoliticalstrength .along-with

itseconomicmuscle,regionallyandonthe

wholeinternationalscene.A`greaterEast

Asiacoprosperitysphere"withadifference

isspreadingoutfromJapan.TheWorld

War2warcryhasanewmeaning.Itis

with-aid,trade,investmentthatJapanbuild

towarddominance.amidsomesoundof

alarm.

(U.S.News&WorldReport:July24,

1967)

(8)TotalJapaneseprivateinvestment

abroadnowisapproaching$1billion

notmuchwhenyousetitagainstthe54

billion..thatU.S.industryhasventured.

Butit'sameasureofincreasingeconomic

powerJapaniswielding.Butthereis

anothersidetothecoinofoverseasinvest-

mentthattheJapanese,untilnow,havenot

beentookeentoaccept.Thisisthecon-

comitantpressureonthemtoopentheir

economymoretoforeigncapital .Although

Tokyotookasmallstepinthisdirection

lastmonth,Japanstilllagsbehindmost
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modernindustrializedcountriesinthis

regard.(BusinessWeek:Aug.19,1967)

(missionimpossible,thechiefvillain)

戦 後 の 日米関係 にはっ き り転機 が画 され た

のは1965年 で ある。 この年,米 国の対 日貿易

は逆 調 に転 じ,以 後 米国側 のい う 「日本 の猛

烈な輸 出攻 勢」 が続 く。

1965年3億 ドル,66年6億 ドル,67年3億

ドルの対 日貿易赤 字 を生 んだ米国 は68年,69

年,70年 に はそれ ぞれ,11億 ドル,14億 ドル,

12億 ドルの2ケ タ赤字 を対 日貿易 で記録 す る。

それ とともに米国 は,日 本 に対 し資本 と貿易

の 自由化 を強 く要求 す る一方,輸 入制 限の動

きを強め た。

とくに繊 維 問題 は 日米間の大 きな政 治問題

になったが,RichardNixon氏 は,1968年 の

大統領選 挙 の際,南 部 の支持 を取 りつけ るた

め,毛 ・化 合繊対 日自主規制交渉 を公約 し,

翌 年就 任直 後か ら直 ちに手 を打 ちは じめ た。

69年 春 に はStans商 務 長官が交渉 のため来

日す るが,日 本側 の強 い抵 抗 を予 想 して,

missionimpossibleと い う言葉が使 われ(文

例9),日 本 がchiefvillainだ と決 めつ ける表

現(文 例10)や,あ るい は 「ねずみの よ うに

汚ない 日本 」 とい う言葉 な どがジャーナ リズ

ム にはん らんす る。GNP自 由 世 界第2位 を

達 成 した 日本 の実 力は認めつ つ も,だ んだ ん

米国の思 い通 りには な らな くな った旧敵 国 に

対す る復雑 な思 いが,文 例(11)に は よ く現

われ てい る。

(9)OffardeeperconcerntotheU.S.was

theever-increasing.influxofcheaplymade

syntheticfibersandwoolenproductsfrom

theFarEast(ithasbeenestimatedthat

twooutoffivesuitsproducedintheU.S.

aremadeofJapanesecloth),IntotheFar

Eastlastweekthe61-year-oldStansledhis

twelve-manmission,dubbedfromthe

beginning"missionimpossible."Stanswas

tryingtocalmthestormalreadybrewing

inJapan,wheretheprospectofaU.S.

curbonthetextiletradewasthestuffof

front-pageheadlinesandangryeditorials.

(Newsweek:May26,1969)

(10)AsJapan'sirrepressibleeconomy

makesitspowerfeltaroundtheworld,the

U.S.isbothcooperatingandcollidingwith

it.U.S.industrialistswhosufferthesting

offoreigncompetitionintextiles,steel,

electronicsviewJapanasthechief

villain.IfJapandoesnotvoluntarilyhold

downitsshipmentssoon,theU.S.will

movetowardmandatoryimportcontrols.

ProtectionistsentimentisrisinginCon-

gress.(Time:May30,1969)

(11)An.Americantraveleronceexpressed

theperplexitymanyWesternersfeelabout

Japananditspeople:"It'sacharming

country,perfectlycharming.Andthepeo-

plearecharming.What.Ican'tunderstand

ishowtheycouldhavebeensuchdirtyrats

duringthewar."Todayinpeacetime,many

Americanbusinessmenandgovernment

officialsbelievetheycansee,.onceagain,

therattysideofthelandofthechrysanthe-

mumandthesword.Theyseeitinthe

wideningimbalanceinthiscountry'scom-

mercialrelationswithitssecond-biggest

andafast-growingtradepartner.Japanis

maintainingtoughrestrictionsonimports

andforeigninvestment,thuscuttingoffU.

S.andotherforeigncompaniesfromhun-

dredsofmillionsofdollarsworthofbusi-

nessintheboomingJapanesemarketplace.

Meanwhile,Japanisaggressivelyexpand-

ingitsowlsalesand.investmentsall

aroundtheworld.

(BusinessWeek:Sept.6,1969)
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(showdown,acollisioncourse)

こ の 時 期,さ す が 超 大 国 だ け に,日 本 側 ジ

ャ ー ナ リ ズ ム の 貿 易"戦 争"と い う 過 激 な 表

現 か ら み れ ば,米 側 は ま だ か な りお だ や か だ

が,そ れ で も 文 例 ⑫ や ⑬ の よ う に 「こ の ま ま

行 け ば,両 国 はshowdownだ 」「onacoUision

courseだ 」 と い っ た 表 現 が か な り 目 に つ く よ

う に な っ た 。

(12)Relationsbetweenthe.twogreatest

industrialpowersinthenonIcommunist

world,theU.S.and-Japan,are'becoming

increasinglystrained.Anacrimoniousdis-

puteovertradeismovingtothepointof

showdown.Theexpandingargumentcen-

tersontheprotectionistpoliciesofboth

countries,buttheU.S.hasbroughtthe

troubletoaheadbypressingforquotason

textilesimports.TheJapanesehave.erect-

edabewilderingmazeofrestrictiveregula-

tions.Foreign-ownedfirmscanmakewire

butnotcable,camerasbutnotlenses;

watchesorclocksbutnotboth.Importsof

120 .items,includingsuchU.S.specialities

ascomputersandleathergoods,are .either

bannedorseverelylimited.

(Time.:July-4,.1969)

(13)Suddenlyinmid-NovembertheU.S.

andJapan,twomightiestPacificpowers,

foundthemselvesonacollisioncourse.

Americansareconcerned.over.theelabo-

rateweb .ofprotectionismcreatedby.the

Japanese-tolimitimportsofforeign'made

goodsandinhibitoutsideinvestmentinone

oftheworld'sfastest-growingeconomies.

(U.S.News .&WorldReport:Nov.24,

1969)

(theJapanese.century,NumberOne,the

company)

米 国 の ジ ャーナ リズムが 日本へ のい ら立 ち

を つ の ら せ る な か で,日 本 の 経 済 力 の 目覚 ま

し い 躍 進 を,驚 異 の 目 で 眺 め る 見 方 も各 所 に

登 場 す る 。 経 済 学 者 のPeterDruckerや 未 来

研 究 家 のHermanKahnな ど の 分 析 が 刺 激

に な っ た こ と は 確 か で,こ れ は の ち のEzra

Vogelの 「JapanasNumerOne(1979)」 へ

と続 く 日本 論 の 一 方 の 系 譜 で あ る 。

で は 日 本 の 成 功 の 秘 密 は ど こ に あ る か

と い う 回 答 探 しが 幅 広 く行 な わ れ る が,例 文

⑯ の よ う に,西 欧 社 会 とは 異 質 の 集 団 主 義,

も っ と端 的 に い え ば 「会 社 」 に あ る と い う解

説 が マ ス コ ミ を 通 じ て だ ん だ ん 一 般 化 し て く

る 。 こ れ も 現 在 に 至 る ま で,日 本 を解 く米 側

の 重 要 なkeywordsの 一 つ で あ る 。

(14)Nocountryhasastronger.franchiseon

thee.futurethanJapan.Itseconomyquadru-

pledinthepastdecade,andwilltriple

againinthenext..Japannowranks. ..thirdin

theworld,with,aGNPthatisexpectedto

reach$200billionthisyear,behind.only

theU.S.andtheSovietUnion.U.S.Com-

merceSecretaryMauriceStanssaysthat

Japan."couldverywell"movetothehead

oftheclassinthenext20years.Says

EconomistPeterDrucker:"ltis-themost

extraordinarysuccessstoryinalleconomic

history.""ltwouldnotbesurprising,"says

theHudsonInstitute'sHerman .Kahn,:"if

the21stcenturyturnedouttobethe

/apanesecentury."(Time:Mar.10,1970)

(15)Theworld'sNo.3industrialgiantisn't

stoppingnow.Thereisdynamicmomen-

tuminJapan'ssprintto _overtaketheU.S.,

thenleaveitbehind.Japaneseambitions

areunconcealed.Theenergeticislanders

areclearly.determinedtobeIchiban

Number..One.ManyJapanseleaders

believethatthegoalcan .bereached.inthis

century.

(U.S.News&WorldReport:Apr.6,
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1970)

(16)HowdidJapanachieveitseconomic

miracle?Agoodpartoftheanswerliesin

theintricaciesoftheJapanesecharacter.

disciplined,group-minded,andcapable

ofextraordinaryeffortinpursuitofthe

commongood. ."Thecompanyislikethe

father,"explainsaJapaneseexecutivein

London."Itlooksafteryouforyourwhole

life.Andyougiveitdevotion."Indeed,the

Japaneseseethemselvesnotasasocietyof

individuals,butanationalfamilyin.which

allthepeopleandallthecompaniescooper-

atetomakethenationstronger.Thecoun-

try,saysNEWSWEEK'sTokyobureau

chief,BernardKrisher,isnotmerelyJapan

itisJapan,Inc.Theverywordfor

individualisticKojin-tekihasanun-

pleasantconnotationofprideandarro-

gance.(Newsweek:Mar.9,1970)

(honeybucket)

「日本 が米 国に追 いつ く」あ るい は 「近 く米

国 を陵駕す る」 とい う見方 は,米 国人 の心 情

に一種 名状 しが たいい ら立 ち を起 こす。「そん

な こ とをい ったって,日 本 の発展 など極 めて

ア ンバ ラン スな もの じゃないか」 とい う皮 肉

な指摘が例 文(17)であ り,社 会 資本や福祉制 度

が充実 した西 欧で も,60年 代 後 半か らジャー

ナ リズムが面 自おか しく指摘 して きた点 と同

じ手 口だ。.その象徴 語がhoneybuketで あ る。

(17)Two-thirdsofTokyoisstillwithout

sewers;residentsareservedby

"honeybucket"men
,trucksanda"night-soil

fleet"ofdisposalships,.someasbigas1,000

tons,thatmakedailydumpingtrips

offshore."Don'tworry,"acrewmansmiles,

"theBlackCurrentwilltakeitalltoward

theU.S."(Time:Mar.2,1970)

(thoselittlebastards,uglyJapanese)

一 方
,1970年 に 決 裂 し た 日米 繊 維 交 渉 は71

年10月15日,1日 本 側 の 全 面 譲 歩 に よ る 自 主 規 ・

制 の 仮 調 印 お よ び 即 日 実 施 で 解 決 し た 。

こ の 繊 維 の 譲 歩 と か ら ま せ て か ち と っ た と

い わ れ た 沖 繩 返 還 協 定 は 同 年6月17日 に 調 印

さ れ,日 米 間 の 懸 案 は 一 挙 に 大 団 円 を 迎 え た

か に 見 え た 。 し か し 米 国 の71年 の 対 日赤 字 が

一 挙 に30億 ドル を 突 破 し
,72年 に は41億 ドル

以 上 と 急 増 し て 全 体 の 赤 字 の3/4を 占 め る に

至 り,米 側 の 日本 に 対 す る 不 満 は い っ そ う高

ま っ た 。

1960年 代 に は ベ トナ ム 戦 争 が ら み で"ugly

Americans"と 自 嘲 し て い た 米 ジ ャ ー ナ リ ズ

ム も,一 転66uglyJapanese"と 公 然 と 呼 ぶ よ

う に な り,economicanimalな ら ぬeco-

nomicmonsterと い う 表 現 さ え 登 場 し た 。

(18)"Thoselittlebastards,"hegrumblesin

asomewhatracistprefacetowhatis

becominganendlessdiatribethesedays.

"Youknowwhattheydo?"Thenheram-

tilesonabouthowtheyarealloverthe

placeandworktogether,eattogether,play

golftogether,andhowtheysneak.around

makingshadydeals,andusethatcheap

laborandthatincomprehensiblelanguage,

andhowthey'resoarrogantandthink

they'resuperiorbuthowtheyhidebehind

thatshynessbitshylikeafox.....

Theimageofthe"sneaky"and"ugly"

Japaneseisbeingspreadroundtheworld,

andAmericansappeartobedoingtheir

sharetospreadit.Foryears,Americans

playedgolfwiththeirfriends,mostlylocal

generals,attheiruncrowdedleisure.Now

whentheyhavetowaitanhourtoteeoffat

aJakartacountryclubbecauseJapanese

golfershavecomeoutearlierinabus,it's

JohnWayneandG.1.'satIwoJimaallover

again.
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TheU.S.DepartmentofCommerce

producedanastylittlevolumeafew

monthsagoentitled,"Japan,the

Government-BusinessRelationship,"and

sentittoembassycommerciallibrariesas

uptightWashington'sviewofJapan,Incor-

porated.Itdoesn'tchargefoulplaydirectly

butleavesthe.impressionthattheworldis

facinganeconomicmonsterandservesas

anotherstick.withwhichWashingtonis

replacingitscarrots.

(TheNewYorkTimesMagazine:Oct.29,

1972)

(tocrackdown)

1973年 の対 日貿易収支 は一 時的に大幅 な改

善 をみせ たため,対 日圧 力 は ぐん と弱 まった

が,一 方 で いわゆ るオ イル ショックによって

日本経 済が未曾有 の インフ レに見舞 われて大

きな混乱 におち入 ったため,1974年 の 米 マ ス

メデ ィア には,endofthe"Japanesedec-

ade",日 本 経 済のupheava1,crisis,disrup・

tionと い ったwordsが ひ ん ぱん に登場 す る。

しか しそれ も束の 間,日 本 は石油 危機 を主

として輸 出 ドライブに よって克服 したため,

米 マ スメデ ィア は また そろ,対 日非難 の大合

唱 をは じめ・た。この時期 のkeywordsと して

は例文⑲ の よ うに,日 本 を手ひ ど くこ らしめ

る とい う意味 のtocrackdownを 採 りた い。

米 国は 同時 に西 ドイツ との貿易摩擦 も起 こ

してい るが,「 西 ドイツ は黒字 を蓄積 して も,

日本 と違 って 輸 入 に対 す るbarriersが な い

か らよい 」(Time:Dec.26,1977)と,ジ ャ

ーナ リズムの上 の悪役 は 日本一本 に しぼ られ

た感 じだ 。

77年 末 か ら78年 に か けては,日 本 の鉄鋼 輸

出 の急増 に よってtriggerprice制 度 が ス タ

ー トして いる
。 しか し 「その うちコンピュご

タ ー も航 空 機 も 日本 に や ら れ る」(U.S.

News&WorldReport:Oct.27,1980)な ど

と メ デ ィ ア に よ る 対 日総 攻 撃 の 感 が 出 て い る 。

イ ラ ン 人 質 問 題 を 背 景 に79年 末 か ら80年 初

め に 起 こ っ た 第2次 石 油 危 機 で,商 社 が イ ラ

ン 原 油 の 買 い 付 け を 行 な っ た こ と に 対 し,連

日 反 日記 事 が マ ス コ ミ を に ぎ わ せ,「 開 戦 前 夜

の 雰 囲 気 」 と い わ れ た 。 「日 本 はincensitive」

と い う米 高 官 の 発 言 が あ っ た の も こ の 頃 だ 。

(19)AtorrentofJapanese.goodshas

floodedtheworld,andtheJapanesetrade

surplushasbecomealmostastroubleseme

totheworld .economyastheoilmoney

pilingupin.Arabcoffers.Repeatedly,.the

Japanesehavepromisedtoreduce..their

surplusbyimportingmoregoodsfrom

othernations.Butthepromiseshavegone

unkept.LastweektheU.S.Government

wasfinallyfedup _enoughtocrack.down.

"Wearegettingstrangled
,"saidatopU.S.

official."Japansimplyhastobebroughtto

itssenses.""To.putthematter.clearly,"

saysDaniel .H.Brill,AssistantSecretary

oftheTreasuryforEconomicPolicy,

"whenanationmissesitssolemnpledges

aswidelyasJapanhasmisseditspledges

attheLondonsummit,othershavearight

toact."(Newsweek:Nov.21,1977)

(sacrificebytheJapanese,freeride,foot-

dragging)

日本 の黒字増 大 と防衛 問題 の リンクは,早

くか ら米 ジャーナ リズムの格 好の テー マだ っ

たが 〔例文(6)参 照 〕,こ こにきて防衛 力の負担

増 を求 め る声は,い っそ うか まびす し くなっ

た。す なわちkeywordsは 日本 人に よる防衛

面 でのsacrificeで あ る。

MikeMansfield米 大 使 は,米 側には対 日理

解 を求め,日 本 に対 してはい っそ うの市場 開

放,防 衛力 の負担 増の必要性 を許 え続 けて き

たが,U.S.News&WorldReport(Nov.

16,1981)の 長 文 の インタ ビューで も,防 衛 面
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で"TheJapaneseshonld,canandwilldo 「

more."と 語 ってい る。

例文⑳ のfreerideも 日本 の 防衛 問題 が米

ジャー ナ リズムで論 じられ る時,最 もひんぱ

ん に登場 す るkeywordsの 一 つ だ。防衛 力強
の

化 の 遅 れ をfootdraggingで 表 現 す る 場 合 も

多 い 。

(20)Althoughoneoftherichestnationsin

theworld,Japanisspendingamiserlyl

percentofitsgrossnationalproducton

defense.Innumbers:Japanspendsabout

llbilliondollarsayear.Wearespending

20timesthat.Americansarecontributing

recordamountoftheirtaxdollars,inthe

midstofsevereeconomicproblems,tobeef

upadefensethatstandsguardoverJapan

aswellasthe .UnitedStates.TheAmerican

taxpayershavearighttoexpectsome

sacrificebythe ,Japanese,too.

(21)Wahingtonchafesoverwhatitregards

asJapan's`freeride"ondefenseunder

Americanmilitaryumbrellaandover

Tokyo'sreluctancetoassumesecurity

responsibilitiesinlinewithitsvast.eco-

nomicpower.

(U.S.News&WorldReport:Aug.23,

1982)

(22)DuringhisNovember9-11visitto

Tokyo,thePresidentbarelymentioneda

longstandingU.S.complaintaboutJapan's

}'ootdragginginitsmilitarybuildup.

Pentagonofficialsmaintainthatthe

Japanese,bydevotinglessthanlpercentof

theirgrossnationalproducttodefense,are

enjoyingamoreorless/reera° 鹿atAmer-

ica'sexpense.Apainfullyslowmilitary

buildupisinthecards.Butthiscountry

theworld'ssecond-strongesteconomic

powerwillcontinuetodevoteasmaller

proportionofitswealthtosecuritythan

anyothermemberofthefree-worldalliance

exceptLuxembourg.

(U.S.News&WorldReport:Nov.21,

1983)

(amountainofbarriers,unfair)

日本 の対米 輸 出品 目は,自 動車,電 気製 品

をは じめ,極 めて 多様化 し,米 国 の対 日赤字

は1979年106億 ドル,80年122億 ドル,81年

180億 ドル,82年198億 ドル と急ぼ う張 した。

それに比べ て 日本の市場 開放 度が米 国の望む

よ うに進展 しない ところか ら,彼 らの イ ライ

ラ もboilingpointに き た 感 が あ っ た。a

mountainofbarriers,unfairを この時期 の

keywordsに 選 ぶのが妥 当であ ろう。

と くに随 所 に使 わ れ る よ うに な っ たun-

fairと い うwordが 米 国 人の間 に持 つ意 味 の

重 さに注 目す る必要が あ る。す なわ ちfairと

い う概 念 は彼 らの行動様 式の根 本理 念で
,歴

史 的,文 化 的 に血 肉 となって い る。 「独 立戦

争,南 北戦争,二 つの世界大 戦,朝 鮮戦 争か

らベ トナム戦争 まで,米 国人 は相手 がunfair

だ とい う理 由 で銃 を とった壁3)ほ ど だ。

その彼 らは,ビ ジネ スに も絶対 にfairness

を要 求す るが,日 本 人 に対 し一番 よ く使 って

い る言葉 がunfairだ とすれば,日 米関係 に と

って極め て重 大 なこ と といわ なければ な らな

い。

(23)Americanbusinessexecutivesreserve

someoftheirmostpersistentcomplaints

forJapan,whichimposesamountainof

barriersonU.S.servicefirmsandproducts

whilesellingitsowngoodsandservices

easilyinthiscountry.Redtape,tough

inspections,stallingandspecialtaxes,in-

cludingmanythatlandmoreheavilyon

importedluxuryproducts,makeAmerican

businessleadersandofficialsinTokyo

shake .theirheadsinfrustration.(U.S.

News&WorldReport:Feb .1,1982)
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(24)Theyen'sdisappointing-reluctanceto

strengthen.hasrenewedlongIstandingsus-

picionsinthebusinesscommunityinthis

countryandinEuropethattheJapanese

somehowcleverlymanipulatetheexchange

markettoholddownthevalueoftheir

currencyandmaintainanunfairadvantage

overtheirhaplesstradingpartners."I

knowtheJapanese-aregreatcompetitors,"

complainsoneWashingtonlobbyist,"but

exportsbasedonaconsistentlyunder-

valuedcurrencyareill-gottengains."

(Fortune:May31,1982)

(Japanbashing)

「日本 をぶん殴 る」 「日本 に痛棒 を加 え る」

はな はだおだやか な らざる表現 だが,こ

の ところ 日米 関係 が緊張 した時 に必 ずマ スメ

デ ィア に現 れ る言葉 であ る。 日本 はいつ も最

低 限の譲 歩 しか しないか ら,時 折 りbashing

が 必 要 だ と考 え る米国入 は政 府関係者 も含 め

て数 多い。

それだ けい ざ とい う時には,彼 我 の力 の差

が歴然 としてい る とい うこ とだが,あ ながち

このbashingを 米 側 の思 い上 り と決 め つ け

るわ け に はい か ない。 日本 の 当局 者 が この

bashingを い わゆ る 「外 圧」とい う形 で政 治的

に利用 して きた こ とも否 定で きないか らだ。

す なわち米側の尊大 さ,日 米側 の甘 えが な

いまぜ にな った,日 米関係 の深 層部分 をつ く

keywordsと い え よ う。例 文㈱ の い う よ う

に,日 米両 国 と、もまだOccupationcomplex

を脱 して いな いため だが,そ のJapanbash-

ingヴ い まやa丘neartの 域 まで高め られて

い る とい う指摘 は面 白い。

例文㈱ は最近 の貿易摩擦 の いっその深 刻化

で,ま た そろJapanbashingが 唱 え られ は じ

め た こ とを伝 え た 記 事 で あ り,㈱ はNew

YorkTimesが 社 説 で 「反省 すべ きはむ しろ

米側」 と,ま ともに反論 した もの。似 た よ う

な 趣 旨 の 社 説 は,WashingtonPostに も相 前

後 し て 出 た 。

例 文 ㈱ に あ るbeatenupもbashingと 同 系

統 の 言 葉 で あ り,(29)のparent-childrelation-

shipは1日 米 両 国 が 時 にbashingを 必 要 と す

る対 等 で な い 関 係 が 未 だ に 続 い て い る 事 実 を

指 摘 し,そ れ か ら の 脱 却 の 必 要 性 を 訴 え て い

る も の だ 。

(25)PerhapstheUnitedStatestoostill

suffersfromtheold"Occupationcomplex."

Whatevertheobjective,thescenarioisthe

same:increasinglytoughpublicdemands

foractionbyadministrationofficials,with

asympatheticcongressionalchorus,foll-

owedbythreatsofsevereeconomicretalia-

tionshouldJapanfailtocomply.Eachtime

ourobjectivehasbeenatleastpartially

achieved,butonlyaftertensionswerees-

calatedtoapointatwhichthey.:wereno

longerappropriatefortheobjectivesought.

Bytheendof1970sthisprocess,likeJapan's

"prolongedyes;'hadreachedthelevelof

afineart,knowninWashingtonandTokyo

as`fapanbashing."

(VitalSpeech:Mar.,1983)

(26)ノ4彡)an-bashingisin,andthere'sreason・

Japanhasresistedpleastoopenitsmar-

ketstoproductsrangingfrommedical

equipmenttocommunicationssatellites.

Now,aspartofacampaigntoconvincethe

Japanesethatwemeanbusiness,the

Administrationishintingatretaliation.

Suchtacticsmightmakesenseiftheywere

suretoworkandsuretodonolasting

damagetothepoliticalalliance.Alower-

ingofJapaneseimportbarrierswouldbea

goodthingfor-botheconomies.Japan's

policymakersoweus,andthemselves,an

honestefforttoopentheireconomyto

foreigncompetition.
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(NewYorkTimes:Mar.10,1985)

(27)"Japan-bashingispointless ."

Japan,withitscombinationofprosperity

andprotectionism,justhappenstobethe

mostconvenientscapegoat.

NomatterhowopenJapanbecomes ,the

abilitytosellourgoodsthereandinthe

restoftheworld,forthatmatterwill

notbedeterminedbytheconcessionswe

extract.Itwilldependontheproductswe

havechosentodevelop,atwhatpriceand

howshrewdwehavebecomeinmastering

theglobalexportbusiness.Therealtrade

battleofthefutureisnotwiththeJapanese

butwithourselves.

(NewYorkTimes:Apr.28,1985)

(28)"Theperceptionisgrowinginthe

UnitedStatesthattheJapanesewillnotdo

anythingunlesstheyarebeatenup ,"remar-

kedanothero伍cia1.Thereisadangerthat

"antagonism
willflareupatbothends ,

feedingoneachother,"hesaid.

(WashingtonPost:Mar.30,1985)

(29)Isn'tittimefortheUnitedStatesand

Japantomovebeyondthepostwarparent-

childrelationship?Japanisnowamajor

independentpowerinthe .world.Itshould

berespectedandtreatedasco-equalwith

othermajorpowers.TheUnitedStates

shouldstopassumingthathardbargaining

willbringlong-termdamagetothe

Japanese.

(LosAngelesTimes:Apr.10,1985)

(arogue, ,amarauder,abully,adirty

trick,insensitive,likepeelinganarti-

choke,onlyonefriendleft)

1983年,84年,85年 と,日 米 経 済 摩 擦 が す

っ か り恒 常 化 す る と と も に,貿 易 不 均 衡 が と

ど ま る と こ ろ な く拡 大 し,対 日赤 字 が1983年

に は217億 ドル,84年 に は368億 ドル と毎 年 記

録 が 大 幅 に 書 き変 え ら れ る な か で,赤 字 幅 を

表 現 す る 言 葉unprecedentedやenormous

disparityも 使 わ れ た と た ん 色 あ せ る と い っ

た 感 じ だ 。

こ う し た な か で,日 本 と の 交 渉 は 「ま る で

タ マ ネ ギ の 皮 む きだ 」的 表 現 や,厂 い や 日本 は

ご ろ つ き だ 」「土 足 で ひ との 市 場 に 入 り込 む あ

ば れ 者 だ 」 「彼 ら の や り方 はdirtytrickだ 」

と い っ た 感 情 的 表 現 が 至 る 所 に 噴 出 し は じめ

た 。 第2次 石 油 シ ョ ッ ク 当 時 に 一 部 で 使 わ れ

た 「日本 は 米 国 の 苦 脳 にincensitiveだ 」 と い

う言 葉 も,今 度 は ひ ん ぱ ん に 登 場 し,vigorou-

slyseefishと い う夢卜葵筐やaneyeforaneye

も し き り に 出 て い る 。 こ の 中 で ち ょ っ と 面 白

い の は 厂中 曾 根 首 相 に 残 さ れ た 友 人 は ,米 国

で は も う た っ た ひ と り,レ ー ガ ン 大 統 領 だ け 」

と い う皮 肉 だ 。 〔例 文(33)〕こ の 時 期keywords

も 多 彩 でsingleoutlが 至 難 で あ る 。

(30)Increasingly,Japanisseenasanex-

ploiteroftheinternationaltradingsystem,

aroguethreateningtheveryfoundationsof

opentrade.

Inrecentweeks,severaltoptrade

officialsforthefirsttimehavebegunpub-

liclycriticizingJapanandwarningofretal-

iationifTokyodoesnotopenitsmarkets

toU.S.goods."ltisnotacceptabletobe

treatedasasecond-classcitizen ,"com-

plainsCommerceUnderSecretaryLionel

H.Olmer,whohasbeenshuttlingregularly

betweenTokyoandWashingtontryingto

workoutnewtradeageements.

"lt'slikepeelinganartich
oke,"saysone

Americanofficial. ."Firstwehavetheordi-

nancesonApril1.Thenbehindthemminis-

terialguidelines.Nowwe'vediscovereda

wholenewlayer:ministerialdirectives ."

"ThatwillmakeAmericansmorefrustrat-

edinJune,July,andAugust.Theywillsee
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itasadirtytrick."

WhentheJapaneseeconomywasone-

fourth,ratherthanone-half,thesizeofthe

U.S.asitisnowthosetradetactics

alsowereseenasunfair.Buttheywere

viewedasthecostofmaintaininganopen

tradingsystem.Today,Japan'stradesur-

plusisseenasthegainofamarauder,not

acompetitor.

(BusinessWeek:Apr.8,1985)

(31)Japan.appearsinsensitiveto.thecon-

cernsofCongressandofthemanypartsof

theAmericaneconomythatareaffectedby

Japaneseimports.Suchinsensivityis

demonstratedbyTokyo'sdecisiononcar

shipments.

(NewYorkTimes:Mar.29,1985)

(32)Inworldtrade,Japanplaysthebully‐

一一stompingintoforeignmarketsandusu -

allydominatingthem.Butathomeit

insistsonplayingthetimidchild,refusing

toopenitsdoortostrangers.Lastweek,an

angryU.S.Congressseemedreadytokick

thedoorin.(Newsweek:Apr.15,1985)

(33)IndeedtheJapaneseseemedtohave

onlyonefriendleftinthecapital,thoughit

wastheonewhosevetocountsmost

RonaldReagan.Thepresidentstillbelieves

thatJapanesePrimeMinisterYasuhiro

Nakasone,whomhecalls"Yasu,"will

eventuallychangeJapanese.attitudesthat

havesofarstymiedmostattemptstomake

trademoreequal."Thepresidentstill-feels

Nakasone'sastraightshooter,"saidone

seniorWhiteHouseaide."It'sjustaques-

tionofhowmuchhecanpulloff."

(Newsweek:Apr.8,1985)

(afinancialempire,thenewmercantilist)

日本 がつ い に大債権 国の地位 を 占め,逆 に

米 国 が い よ い よ 債 務 国 に 転 落.す る に 至 っ て,

こ の 面 で も 日本 へ の 風 当 り は 強 い 。「日本 は 新

し いOPEC,す な わ ちJAPECだ 」と い う言 葉

もWallStreetあ た りで は よ く使 わ れ て い る

と い う が,OPECの 最 盛 時,イ ス ラ エ ル へ の

親 近 感 も 手 伝 っ て,米 国 人 のOPEC憎 し の 感

情 は 誠 に 激 し い も の が あ っ た 。

と こ ろ が 日 本 の 目 指 す も の はafinancial

empireで あ り,OPECよ り悪 い と い う ニ ュ

ア ン ス の 記 事 が 例 文(34)で あ り,(35)は 日本 の 債

権 国 と し て の 力 が,や が て19世 紀 の 英 国,第

2次 大 戦 後 の 米 国 に 必 敵 す,る よ う に な る と 述

べ て い る 。

(34)Rollingin.cashfromitsexportsof

autos,electronic .gadgets,andhundredsof

otheritems,Japanisrapidlyemergingas

theworld'sbiggestbankerButunlike

OPEC,whichplayedthesimilarroleinthe

lastdecade,-Japanisusingitswealthto

createafinancialempire.Andits.biggest

customer-forloans,asitisforgoods,isthe

U.S.Japaneseexportershelpedrackupa

$35billioncurrent-accountsurpluslast

year.In1985,saysNicholasP.Sargen,a

vice-presidentatSalomon_Bros.,thesur-

pluscouldsurpassSaudiArabia'sall-time

'highof$42billion
.Atthesametime,

Japan'savidsavershaveaccumulateda

mountainofcash,sockingaway$325bil-

lioninthegovenment'spostalsavingssys-

temand$315billioninJapaneselifeinsur-

ancecompanies.

(BusinessWeek:Apr.8,1985)

(35)Oncemerelyamastermanufacturer,

Japanisonthewaytobecomingtheworld'

spremierinvestor _andcreditor.Itseco-

nomicandfinancialcloutcould.eventually

rivalthepowerheldbyBritaininthe19th

centuryandtheU.S.afterWorldWarII.

(Time:Mar.18,1985)
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(36)Pressuresarebuildingaroundthe

worldbecausetheJapaneseareincreasingly

seenasthenewmercantilists,tryingto

achieveeconomicsupremacybyexporting

asmuchaspossibleandholdingimports.

TheIndustrialBankofJapansaysthat

countryisaccumulatingtradesurplusesas

rapidlyasOPECdidinthe1970s.Whilethe

U.S.isbecomingthe_world'sbiggest

debtor,Japanisbecomingitsbiggestcredi-

tor.

(U.S.News&WorldReport:Apr.1,

1985)

(thecenturyofthePacific)

日本 の存在 が米国 に とって これ だ け巨大 に

なる と,対 日観 も一様 では ない。 貿易上,あ

るいは防衛 面で の 日本 の非 は非 として とらえ

なが ら も,日 本 の持 つい っそ うの潜 在 力 をち

ゃん と認識 しよう とい う動 きはマ スメデ ィア

に もいろい ろ現 れ る。 その一・つ は例文(37)(38)の

よ うにthecenturyofthePacificの 到 来 とい

うこ とで あ る。

欧州 中心 か らア ジア中心べ米 国人の関心 を

転換 させ る こ とは容易 で な く,ま だ まだ一般

受 けした考 え方 とはい い難 い。だか らマ ス コ

ミもMansfield大 使 など一部 関係 者の主張 を

引用す る,あ るい は当人にイ ンタビューす る

とい う形で紹 介 してい る場 合が 多い。

(37)InterviewwithAmbassadorMike

mansfield:(Mansfield)It'snotgoingtobe

createdovernight.Butitwillcome,andit

willbeoneoftheconceptswhichwillmark

thenextcenturyasthecenturyofthe

Pacific.

Ithinkthetrendsallindicatethatthere

willbeadiminutionofinterestacrossthe

Atlanticandanincreaseininterestinthe

Paci丘c.

(U.S.News&WorldReport:June11,

1984)

(38)InterviewwithLawrenceEagleburger,

FormerUnderSecretaryofState:(Eag-

leburger).TheU.S.haslookedtoward

Europeformostofthe20thcentury.But

ourdemographiccenterofgravityhas

shiftedwestwardinthiscenturyandour

peoplearequitenaturallybecomingmore

andmoreattunedtoactivityinthePacific

andinmanywaysmoreengagedinthat

area.Isubmitthatthisisachangeofsome

magnitude.

(U.S.News&WorldReport:June11,

1984)

(thePuritanethic)

thecenturyofthePacificと 同 一 線 上 に あ

る 認 識 だ が,日 本 に は か ず か ず の 問 題 は あ る

に し て も,そ の 繁 栄 を支 え て い る も の は,本

来 米 国 人 の 行 動 基 準 で あ る は ず の,勤 労 を尊

び,貯 蓄 を 心 が け,と い っ たthePuritanethic

と 同 質 の も の だ,す な わ ち 日本 人 こ そ 米 国 人

の 失 っ て し ま っ た も の を 立 派 に 維 持 し て 成 功

し て い る 貴 重 な 例 だ,と い う反 省 が 一 部 知 識

人 を 中 心 に 根 深 く あ る 。

米 国 の 苦 脳 は そ れ だ け 本 質 的 な も の で あ り,

ま た こ こ に 思 い 致 す と こ ろ が 米 国 社 会 の 救 い

で も あ る と い え よ う。

(39)UnderneathalltheAmericansirrita-

tionwithJapanandit's.realthereis

abitofguiltyuneasiness.Inmattersof

moneyandeconomics,theJapanese-are

behavinginthewayAmericanskeepsay-

ingtheythemselvesshouldbebehaving.

TheJapanesesaveheavily,asAmrericans

knowtheyshouldbutdonot.TheJapanese

investheavily,asAmericansalsoknow

theyshould.TheJapaneseexporttheir

surplussavingsabroad,asAmricansused

tobeforetheadministrationchangedthe
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rules.andturnedthiscountryintothe

world'sbiggestborrower.MostAmericans

knowperfectlywellthattheyshouldn'tlive

soheavilyoncredit.Itdoesnothelptheir

relations.withJapantoberemindedthat

theJapaneseare.currentlytheworld's

greatexampleof_thePuritanethic.

(WashingtonPost:Mar.8,1985)

(overconfidence)

し か し ゼ 方 で,知 日家 も最 近 の 日本 人 の 態

度 に は 大 い に 気 に な る 点 が あ る と指 摘 す る 。

例 文 ㈹ はWashingtonPostに 紹 介 さ れ た 日

本 批 判 の 中 のSeidensticker氏 の 談 話 の 部 分

だ が,「 誠 に 適 切 」と 話 題 に な り,そ の 後 マ ス

コ ミ の 現 代 日本 人 論 に は い ろ い ろ 引 用 さ れ た 。

(40)Itisallabitdisturbingtosomeold

friendsofa _lessassertiveJapan,including

EdwardSeidensticker,thebrillianttras-

latorwho .hasspentacareerstudyingthis

country'sways.Recentlyhecomparedthe

oldandthenew,andemergedwithdismay.

"Backintheyearsafterthewar
,the

Japanesesenseofinferioritywassopainful

thatonewantedto .tell_themtobe.quiet

aboutitatleast,iftheycouldnotovercome

it...ltwashardtoimagineinthosedays

thattherecouldbeareturntothearro-

ganceofwhichtheChinese-andtheKor-

eanslikedtotalk.

"Theremaynotbearroganceexactly
,

today,butthereissomethingthatmay

properlybecalled.overconfidence.Assured

thattheir.methodsaresuperior,.the

Japanesebecomeinclinedtothinkthat

thesearewhattheworldneedsand.that

Japan,havingthem,needsnothingmore.

Theyforgetthattheworldisatoughand

dangerousplace."

(WashingtonPost:July17,1984)

お わ り に

以上 の概 観 を通 じて,米 マ ス メデ ィアの対

日イ メー ジには,大 き く分 けて3つ の系譜 が

ある とい えよ う。

1つ は1Qwwages(例 文1)か ら

honeybucket(17)に 至 る日本の 否定面 を強調 す

るグループ。 この中 にはthelittlebastard,
　

uglyJapanese⑱ とい った人種 偏 見 を根 底 に

持 つ 表現 も含 まれ よ う。 あ るい はcracking

downonJapan(19)やJapanbashing(25)も,こ の

系譜 といえるだろ う。

対 極的 な もの として,themiracleofJapan

(5),theJapanesecentury(14),thecenturyof

thePacific(37)な ど,日 本 の1ヨ覚 ま しい経 済力

を世 界史 の中で積 極的 に位 置づ ける見方 が あ

る。

そ の 時々の 日 米 関 係 を・反 映 し て,key

wordsは こ の二つの極 の問 を揺れ動 く。 この

中でfinancialempire(34)な どは,一 見 第2グ

ルー プの延長線上 に あるよ うに見 えなが ら,

第1グ ループ の特徴 で ある否定的ニ ュア ンス

をかな り強 く持 って いる もの もある。

第3の 系譜 は,比 較的客観 的,あ るいは好

意 的な立場 か ら,moreresponsibility(6)の よ

うに,日 本 の国際的地位 の上 昇 に従 って,そ

れにふ さわ しい行動 様式 を とれ とア ドバ イス

す る もの な ど だ。Reischauer,Mansfield,

Seidenstickerと い っ た知 日派の親 身な忠告

の投影が 多い。

sacrificeby.theJapanese(24,

overconfidence(40)な どが この グループ に入 る

だ ろ う。 あ るいはいたず らに 日本 を攻撃せず

に,米 国 自身の反省 の材料 もくみ とる といっ

たJapanbashingispointless(27)やthePur-

itanethic(39)の よ うな もの もあ る。

マ ス メデ ィア のkeywordsが3つ の 系譜

の どちらによ り多 くシフ トす るかで,対 日世

論 を把握 で きるが,第1グ ルー プ にも第2グ

ルー プ に も極 端 に偏 しない 第3グ ルー プ の

一75一



keywordsが 地方紙 レベル にまでふ えて き

ているのが最近の対 日報道の特徴だろう。い

いかえれば日米関係がそれだけ成熟の段階に

入っているのだろう。

(注1)SurveyofCurrentBusinessに よ る 。

以 下 米 側 の 統 計 は 同 資 料 に 準 拠 。

(注2)FactsonFileYearbook(1961)

(注3)JapanTimesOct.9,1983.Guest

ForumbyDr.L.M.Munzo
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